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Abstract　 This　study 　examined 　pupils
’ degree　of 　interest　in　words 　and 　their　degree　of

success 　in　connecting 　words 　with 　their　seunds 　in　tWo 　different　ways 　ofdisplaying 　picture

storybooks 　 on 　PC 　 The　analysis 　points　illclude： 1）measuring 　how 　long　participants

gazed　at　character 　areas 　on 　each 　storybook 　to　darify　the　degree　of 　interest血 words ，　and

2）counting 　words 　to　connect 　success 細 ly　words ’

sounds 　with 　their　spellings 　on 　pre− and

posttest　after 　listening−and −looking　at　each 　picture　storybook

1．は じめ に

　こ れ まで の 研究で
，

一
般 に視覚呈示語 の 読み にお い て 劣る 子供 は

， 優れ た子 供よ りも，音

韻ル
ープ （phonologica1　loop）を活用 した情報の 一時的保持能 力 が低 い こ とが明 らか にな っ て

い る （門田 ・池村 ，
2006，p200）。 こ の 音韻ル

ープ とは ，われ われ が生 まれ なが らに し て 所

持 して い る と考 え られ る言語 獲得 装置 （language　acquisit1 。 n 　device） とも言 うべ き シ ス テム で

あ り，聴覚か ら の 言 語情報だ けで な く，文字を読ん だ場合の 視覚的言語情報 もこ こ で 音韻符

号化す る （p．90）。音韻ル ープ に よ る情報 の 音韻化 と情報処理 の
一
時的保持は，記 憶 と獲 得 （す

な わち ， 長期記憶に 転送 ）に 関係が 深 く ， 幼児の 母 語 （軍 第
一
言語 ）獲得に お い て ， とりわ

け未知 の 新語の 獲得 にお い て 大 い に活用 されて い る とい う （p．200）。 つ ま り，音韻ル
ープに

お け る復 唱能力 （2 秒 以 内で 復 唱で きる能力 ） （p．94）が ， 形態表 象 もし くは意 味情報 へ の 結

び付 けに 影響 を与 え る の で ある 。 Gathercole　and 　Baddley （1993）に よる子 供の 音韻ル
ープ に

お け る復唱能力 に 関する
一

連の 研 究で ，音韻知識 の 習得 ， 音韻ル ープ にか かわ る復 唱能力 は

単語定着には不可欠 で あ る と示唆 して い る 。 これ は ， 外 国語 と して の 英語 に お ける語彙習得

に も十分 当て は まる基本概念で ある と考え る （門 田 ・池村，2006
， p201 ）。

　単語 の 認知 （ある単語 が呈示 された とき ， それ が語 彙の 知識 を使 っ て 同定 され ，理解 され

るプ ロ セ ス ） （p．34） にお い て は，形 態 （ス ペ リン グ）， 音韻 ， 意味 の 3 種類 の 情報を互い に

活性化 し，影響 を与 え合 っ て い るが ，呈示 され るの が 音声 の 場合 は ， 音韻ル
ープ を活用 する

こ とに よ り，音韻表 象 と照 合 され （p．36）， 読み （形態表 象 へ の結び付け）と意味理 解へ と繋

が っ て い く。門 田 ・池村 （2006） に よる と，意 味 の 関連性 の 判 断 の 前段 階 と して ，無意識の

うちに音韻符号化が 行われ ，
そ こ で 形成 された音韻表象をも とに して ， 英単語 の 意味結び 付
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けが行 われて い る と い う。 つ ま り， 語 レ ベ ル で の 意味処理 にお い て は ，語 の 音韻情報 の 取 り

出しが 基本ル
ー

トとな るの で ある （p．199）。

　 こ の よ うに 単語 の認 知に は音韻符 号化が行 われ るこ とが必要 で あ り，音韻符号化するた め

に は ，音韻ル ープ を活性 化する こ とが必 要 で ある。そ の 音韻ル
ー

プ を活性 化 させ る ために は ，

音韻表象 と形態表象 とを うま く結び 付 ける こ とが必 要で あ る e うま く結び付 けす るた め に は

形態 （文 字） を知 らな けれ ばな らない
。 文字導入 の 段階的指導法 の 最初に 「文字に慣 れ親 し

む」 と 「文字の形 を知 る」 こ とが挙 げ られ て い る （樋 冂
・金森 ・國方 ， 2005）。 形態 （文宇）

を知 るた め には ， まず文字 に注 目 して 「文字の形 を知 り」，そ して 音 と文 字の 関係 つ ま り音韻

知 識 の 習得が必 要 と考 える。

　 そ こ で ， 本研 究 で は音韻知識 の 習得の 前提 となる文字に 注 目す る方法 の ひ とつ と して ，読

み 上 げ られ る 音声 に 同期 して ハ イ ライ トを施 した 場合 とそ うで ない 場合を設 定 し
， 調 査対象

者 の 文 宇 へ の 意識 の 違い に よる文字 （形 態表 象） へ の 注 目度 と音韻表象 と形態表 象 とを うま

く結び 付 けで きた語 の 正答数 を調べ る こ とに よ り，そ の 効果を探 る 。

2．学術的背景

2．1　 眼球運動測定を用い た研 究

　絵本 を読み 聞か せ て い る時 ， 児童 が どの よ うに 絵本を見て い るか を知 る 千が か りと し て ，

眼球運 動 測定 の 手法が あ る e これ は ，人の 興味や関心 な どの 心的な状態がその 人 の 視線に現

れ るこ とを利 用 して ，調 査対象者 の 心的 な状態 が反映 され た対象や領 域 を抽 出す る手法 で あ

る （西 田
・吉高 ・平嶋 ， 2007）。 視線 とは ， 目が あ るもの （点 ）を見て い る際 の 眼球 と視対象

物 問を結ぶ線を指 し ， 視点 とは ， 目が 見 て い る対 象 （点）で ある視線の 先の 点 の こ とを指す 。

こ れ ら の 指標 を用 い て ，注視点あるい は停留 点を定義 し，興味や 関心 な どの 調 査対象者 の 心

的な状態 が反映 された 箇所を検出す る 手法が ， 研 究 に利用 され て い る 。 た とえば ， 眼球運動

測定を利用 した研究に ，鈴木 （1998）の 日本語初級後半学習者 が どの よ うに文 章を読んで い

る の かを 明 らか に す るた め の 実験 があ る 。 学習者 の 文章理解 の 程 度 と目の 動き を知 り，視線

の 軌跡 の 根拠 や頭 の 中の 処理 の 様 了
一を事 後イ ン タ ビ ュ

ーな ど と組 み 合 わせ て 検討 して い る。

　 絵本 （母 語 ； 日本 語）と眼球運動 を絡め た研 究 と して は ，汐崎 ・國本 ・三 根 ・石 田 ・倉 田 ・

上 田 （2004） が あ り，絵 と文字 が 混在 し て い る メ デ ィ ア を読書独 立期 （小 学校 3 年生終わ り

〜小 学校 5 年 生 中 ご ろ） にあ る児 童が ，どの よ うに読ん で い るか を明 らか に し て い る 。 また

二 根 ・汐 崎 ・國本 ・石 田 ・倉田 ・上 出 （2007）で は ，眼球運動測定を用い て ， さらに 子 ども

の 絵 本 の 読み （日本語 ） と理解 に関 し て 報告 し て い る。英語 の 絵本 を 用 い た眼球運 動測定 を

用 い た研 究で は ，三 宅 （2009） にお い て ，小学校 5 ・6 年生 が音韻刺激 を与え られ た時，内在

す る音韻認知 能 力 を ど の よ うに活 か し，形態表象に 結び 付 け して い るか を検証す る と共 に ，

児童 に お け る音韻 刺激 と形態表 象 へ の ア クセ ス 図 を示 し，教授的示 唆 を与 えて い る 。

　本研 究 で は ， 絵本 の 注 目領 域の 違い に よ り調 査対 象者 を グル
ープ分 けす る ため に，視線滞
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留時間の 測定結果を用い た 。

2．2　正答数比較

　単語認知 とは ， 呈示 され た視覚あ るい は聴覚パ タ
ー

ン を手掛か りと して ，長期記憶で ある

メ ン タル レ キ シ コ ン に蓄積 され て い る語 彙情報 ， 具体 的 には，形態 ，音韻 ，意味などの 情報

が どの よ うに して検 索 され ，ワ ーキ ン グメ モ リに呼び 出 され て 利用 されるか を解 明し よ うと

する研 究分野 で あ る （門 田 ， 2 03，p．64）。その 単語 認知 実験 で 最 もよ く用 い られ る指標 は，

刺激語 が 同定 され るまで にか か る反応時間で あるが ， 刺激語 を同定する判断の 正 し さ （正 解

率 ， 誤答率）が用 い られ るこ ともあ る （p．65）。 よっ て
， 本研究で は ，2 種類の 異なる提示法

に よ る 「絵本読み 聞か せ 」 の 前後に語彙 テ ス トを行い ， その 正 答数 を比較 した 。

2．3 実験デザイ ン

　音声呈示 に よ る結び付 けモ デル に コ ホ ー トモ デル （cohort 　mode1 ） と呼ばれ るもの が ある。

こ の モ デル で は ，入 力 され た音声 が逐次的に 処理 され て い くこ とを前提 と し，単語 の 最初の

音 （音素） が 入力 され る と，メ ン タ ル レ キ シ コ ン 内の そ の 音で 始ま るすべ て の 単語 が候補 と

して活性 化 し
， 文脈情報 も取 り入れ な が ら絞 り込み ， 最後 に残 っ た単語を入力 され た音声 の

単語で ある と認知す る モ デル で ある （p．76）。 本研究の 小 学生児童 を，
こ の コ ホ

ー トモ デル に

当て は めて 考 えた場合，第
一

に小学生児童に は ， コ ホ
ー

ト （古代 ロ
ー

マ 軍 の 隊列 を さす こ と

ばで ， 多数の 語彙候補が同時 に活性 化する様 を表 して い る）（p．76）を生成する ほ どメ ン タル

レ キシ コ ン 内 に候補 となる 単語が存在 しない 。 また，こ の モ デル が入 力 され た音声が逐次的

に処理 され るこ とを前提 として い るの に対 して ， 本 実験 で は音 声入 力後に任意の時 間が与 え

られ ， 音韻ル
ープ に よる情報 の 音韻化 と情報処理 の

一
時的保持が 内的に行わ れ た状態 と なる 。

その 状態で ，調査対象者は，3 つ の 錯乱肢 を含む 4 つ の 単語 か ら音節単位 （分析的 処理 ）あ

るい は，単語 単位 （全体的処理 ） で 捉 え処理 して い くとい う実験 デザイン に した。

　 こ の デザイ ン で の ア ク セ ス モ デル は ， 2 重経路 モ デル に近い と考え られ る 。 2 重経路モ デル

で は   分析的 に GPC ル
ー

ル （grapheme−phoneme　conversion 　rules ／書 記素
一

音素変換規則） を

媒介す る間接経路 と ，   語全体 の 綴 り字 か ら語 彙表象 に ア ク セ ス す る直接的語彙経路が 提示

され て い る （門田 ，2002 ， p．156）。
一

般的に
，

文字 と発 音の 対応 におい て 規則的な語や 疑似

単語 の 場 合には，前者の 分析 的経 路を辿 り ，
レ キシ コ ン を経由せ ず音読する の に対 して ，不

規則 な文 宇 と発 音の 対応 を もっ 語 の 場合 に は ，後者の 全体的処 理経路 を辿 り， レ キ シ コ ン を

経由す ると考え られ て い る。

　本研 究 で の 音韻刺激か ら形態表象 へ の 処理過程 を ，
こ の 2 重 経路 モ デル に 当て は め て 考 え

る と，まず ，音韻刺激 （音声）が音韻 表象 と して メ ン タル レ キ シ コ ン 内 に
・
時的に貯蔵 され，

視覚刺激 （4 択問題 ）が 分析 的また は全体 的な補助 的役 割 を果た し，ア ウ トプ ッ トと して 正

し い 形態表象に繋 げる と い うア クセ ス モ デル に な る 。 こ の 処理 過 程を経て 得 られ た 正 答語数
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を 比 較す る こ とに な る。

　 「絵本読み 聞か せ 」 に お い て は ， 文字に注 目を促す ツ
ー

ル と して ，本 実験 で は読み 上 げ音

声 と同期 して 文字に ハ イ ライ トを施す こ とに した。

3．目的

　本研 究で は，「絵本 読み 聞 かせ 」 にお け る児童 の 単語 へ の 注 目度 と音韻表象 と形態表象 と の

結 び付 けに関 して 実証 的考察 を行 うこ とで ある。具体的に は
， 調 査対象者 を文 字グル ープ （最

初か ら文字に興 味を示 して い た グル ープ） とそ の 他 グル ープ （文字以外 に興味を示 して い た

グル ープ） に分 け ， 文字 に注 目す る よ うに，読み 上 げられ る文字 と同期 させ て そ の 文 字に ハ

イ ライ トを施 した絵本 とそ うで ない 絵本 にお け る ， 調 査対象者 の 文字領域 へ の 視線滞留時間

を計測比 較 し単語 へ の 注 目度 を考察する 。 また ，音韻表象 （音） と形態表象 （ス ペ ル ） の 結

び 付 けに 関 して は 「絵本読み聞 かせ 」 の 前後に出現語彙テス ト （以後 ，事前 ・事後 テス ト）

を実施 し
，

そ の 正 答数比 較を行 うこ とに よ り音韻表象 と形 態表象 との 結び 付 けに 関 して 考察

す る 。

　 こ こ で 言 う注 目度 とは，調査 対 象者 が 文字に視 線を向 けた度合 い を指 し，児童 の 文字 へ の

興 味 を測 るひ とつ の 指標 と捉 えて い る 。 ま た ， 本 研究 で の 音韻表象 と形態表象 との 結び付 け

にお い て は，意味理解は含んで い ない 。

4．調 査対象者

　調 査対 象者は東広 島市立 A 小 学校 5 ・6 年生 20 名 で あ る。彼 らは，1 年生か ら 2 年 生 にお

い て は 月 2 回 ， 3 年生 か ら 6 年生 で は週 1 回の 割合 で英語活動 を行 っ て い る 。
こ れ は ， 全 国

平均の 1 年生 か ら 2 年生 月 1 回 ，
3 年生か ら 6 年生で は月 1 回強 と比 較 して ，多 い 方で あ る

（2008 年度現 在）。 今 回の 調査対象 者 たちは ，
こ の 状 況で 1 年生 の 時か ら英語活動 を行 っ て

い る 。 単語 の 読み に 関 して は ， 小 学校 で の 英語 活動 にお い て フ ォ ニ ッ ク ス な ど音 と単語 の ス

ペ ル を結 び付 け るよ うな指 導は行 っ て い な い 。 また ，英 語塾あ るい は英会話教室な ど小 学校

以外 で の 英語学習 へ の 積極的な取 り組み が ない こ とも確認 して い る 。

5．実験 装置

　眼球運 動 の 測 定には，図 1 に示 す ア イ マ
ー

ク レ コ
ー

ダ

（EMR −8
， （株）ナ ッ ク イ メ

ージテ ク ノ ロ ジー
） を使用

した 。
こ れ は角 膜反射 法 を用い て 眼球 運動 を測 定 し，前

方 の PC 画 面 を撮影 す る よ うに調 査対 象者頭 部に取 り付

け た ビ デ オ カ メ ラ か らの 画像 上 に調 査 対象者の 視点 を

表 示 す る装置で あ る。こ うして 撮 っ た画像 を ビデオ テ
ー

プ に記録 し ， 1 フ レーム （1130秒） 毎 に視 点解析 を行 い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　44
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秒 単位に 変換 した 。

　解析 には EMR アイ マ ークデータ解析処 理プ ロ グラム Model　SP−506　Ver．3．Ol （（株）ナ ッ ク

イ メ
ージテ ク ノ ロ ジー

）を用 い た 。

6．実験

6．1 準備

　実験前の 準備 とし て ，下記項 目を行 っ た 。

（1 ）　 絵本の 選定

　提示 方法 と して 「ハ イ ライ トな し」 絵本 と 「ハ イ ライ トあ り」 絵本 の 2 種類を用意 した。

「ハ イ ライ トな し」 絵本 には
“
The　Best　Day 　ofAll

”

（Cynthia　Rylant， 1997）を，「ハ イ ライ トあ

り」絵本 に は
“
The　First　Book

”
（Cynthia　Rylant， 1990）を選定 した 。 こ の シ リ

ーズ は Pre−Level

1 か ら Level　3 の 4 段階が あ り，両絵本 と も自分で読む こ とを 目的 とす る Level　2 に属 して い

る 。 筆者が 総語 数 ， 異語数 ，
TTR ’

（タイ プ 1トー ク ン 比 ： 異語 数を総語数で 割っ た もの ）， お

よび平均語長 を独 自で 調べ た結果 を表 1 に 示す 。

“

［［lre　Best　Day　of 　All
”

で は総語数 616 語，

異語数 232 語 ， TTR 　38％，平均語長 4．38，
“

The　First　Book
”

で は，総語数 814 語 ，異語 数 260

語 ，TTR 　32％ ，平均語長 4．11，で あ っ た。 リーダビ ィ テ ィ （読み やす さ） を表す指 標の ひ と

っ に FRE （Flesch　Reading　Ease）が あ る 。 しか し ，
こ の 指標は

一
般 の 英文にお ける リ

ー
ダビ ィ

テ ィ を測 る指標 と して 定評は あるが，子 ど も向けの 絵本の よ うに，呼び か けや ごく短い 文 章，

あ る い は会 話テ クス トな どが多 く含まれて い る場合 ， 納得の い く結果は 得 られ ない と言われ

て い る （染谷，2009）。 従 っ て ，こ こ で は 2 つ の絵本間にお い て 総語数 と異語数の 比率が 同 じ

か ど うか を知るため にカ イ 2 乗検 定 を行 っ た。そ の 結果 を表 2 に示す 。 両絵本に お け る総語

数 と異語 数 の 比率 に有意差 は 認 め られ なか っ た （hl2＝2．469，
　p ＞．05）。 また，平均語長に お い

て も 1語 に お ける文字数が約 4 文字で あ り，差はない と判断 した 。

　語彙 レ ベ ル を調べ た結果 を表 3 に示 す。語彙 レ ベ ル の 観点か らは ， それぞれ 「ハ イ ラ イ ト

な し」絵 本 で は レ ベ ル 1が 69％ ，
レ ベ ル 2 と 3 を合わせ て 18％ ，「ハ イ ライ トあ り」 絵本 で

は 75％ と 16°

／・ で あ り，両絵本 と もに大 半が レ ベ ル 1 に 属す る こ とか ら語彙 レ ベ ル は 概ね 同等

で あ る と判 断 した。 よっ て ，
こ れ ら 2 つ 絵本 は 同等で あ る と判断 し，実験用絵本 として 採用

した。

表 1 ： 選定絵本の 語彙分析

総 語 数　 異 語 数 　 TTR （％ ）　 平均語長 （文字数 ）

ハ イ ラ イ トな し 616 232 38 4．38

ハ イ ライ トあ り 814 260 32 4．11
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表 2 ： 総語数 と異語数に お け るカ イ 2 乗検定結果

値 自由度　　漸近有意確率 （両側）

Pearsonの カ イ 2 乗 　 2．469 1 ．116

表 3 ： 選 定絵本 の 語彙 レ ベ ル

レ ベ ル 1 2 　　 3　 4　 5　 6　 7　 8　 0　 合計

ハ イライ トな し　　160　 31　　10　　2　 3　 4　　4　　3　 15　　232

ハ イ ライ トあ り　 194 　 29　 13　 4 　 2 　 4 　 3 　 3 　 8 　 260

（2 ）　 ア ン ケー
ト作成

　調 査対 象者の 英語 へ の 心 的状 況 と文字 学習 へ の 動機付 けの背景情報 を得 るた め の ア ン ケ
ー

ト用紙 を作成 した 。 リカー トス ケー
ル 5 段 階法に よる 自記式質間紙 と し ，1．「あなたは 英語

が好 きで すか 」 と い う英語 へ の 態度 に関す る質問 と ，
2，「自分で 英語 を読 み たい ですか 」 と

い う英語 の 読み へ の 関心 に関す る質問 を ， 度 合が分か りやす い よ うに 5〜 1 の 度数 を示 す数字

の 下 に線 を添 えて 表記 した 。

（3 ）電 子絵 本の 制作

　絵本を，画像，単語，音声の 3 要 素に分 けて 電子データ化 し ，
コ ン テ ン ツ デザイ ン ソ フ ト

で ある Flash （Macromedia （現 Adobe ）社製 F正ash8 　V鉱 8，0） を摺 い て 統合，編集 した 。

　絵本を ペ ージ毎 に，ある い は 見 開 きペ ー ジにつ い て は 2 ペ ージ毎に ス キャ ナ ーを用 い て

bmp デ
ー

タ化 した。 ペ ージ 内文 字領域を削 除 して絵領 域を切 りだ し ，
　jpgデータに変換 して

両像デー
タ とし た e 絵本か ら単語 を読 み

と り txtデ
ー

タ化 した 。ネイテ ィ ブ に よ る　i
朗読 を wav データ化 して 音声 デー タ とし

た n

　 「ハ イ ライ ト」 を施 した 絵本に は ， 音

声 と 単語 とを同期 させ ，読み 上 げ られ て

い る単語 を黄色 に ハ イ ラ イ トさせ た 。 各

ペ ージの 朗読終了後，約 2 秒後 に 自動的

に 次 の ペ ー ジ へ と移行 す る よ うに した 。

制作 した電子 絵 本の 表示 画 面 の
一例 を図

2 に 示 す。

　　　で

、
蒲

　 塾｛蠍 ごyw ・ ke　up 　eurey
t／，じニくきミニゴセニが げ

／禦鴫鷙継 牆 盤嬲 欝
嚢　　

mrytwclge
　waEnged 　Sコ　is　ta呈1．　relled 　c

鑼 　IS．　 and 　snored ’

図 2 ： 電子 絵本 「The　Best　Day 　ofAll 」 の
一

例
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（4 ）音 と単語の 関連付 け事 前 ・事 後テ ス ト用 の 語彙選択

　それぞれ の 絵本 に出現 した語彙を事前 ・事後 テ ス ト用 にそれ ぞれ 20語ず っ 選 択 した 。 選 択

に際 して は ， 各絵本 の み に 出現 した 内容語で あ る こ と，その 頻度，語の 長 さ，音 と単語の ス

ペ ル と の 対応関係 で あ る英語 の 規則 性 （例 え ば
“
streak

”
や

“
speak

”
の

’

ea
’

は／i；／とい う規則 的

な発 音が あ る
一

方 で ，

“

steak
”

に見 られ る／ei1とい う不 規則な発音が あ る） （門田 ，2003），具

体性，そ して親密度 （
一

般に 人 があ る単語 に 対 して ど の 程 度よ く見 聞 きす る と感 じ て い るか

そ の 程度 を指す概念） （横川 ，
2006 ）な どを考慮 した 。 事前 と事後テ ス トは全 く同間題で ， 3

語 の 錯乱肢 を含む 4 択 問題 とした。錯乱肢に は ，で きる限 り 目標語 に近似 した もの を避 け，

目標語が分か れば直ち に正 解が判断で き るこ とを 旨とし選 択 した 。 これ は ， 音韻刺激 と形態

刺激 の マ ッ チ ン グで は な く ， 形態選択に 大幅に処 理 時間が 割か れ る こ とを可能な限 り防 ぐた

め で ある 。

（5 ）事 前 ・事後 テ ス トの 制作

　事前 ・事後テ ス トはネイテ ィ ブ が発 音す る単語を見つ け出す 4 択形式の 設問 20 問で
， 個 々

の 設 問は絵 本に 出現す る 目標語 と 3 語 の 錯乱肢で 構成 した 。 目標語 とそ の 錯 乱肢 の
一

部抜粋

を表 4 に示す 。 また制作 した語彙テ ス ト表 示画 面の
一

例 を図 3 に示す 。 電子絵 本 と同様 に Flash

上 で音声 と文字を統合す る よ うに編集 した 。

表 4　 事前 ・事後テ ス ト語 彙 （
一

部抜粋）

ハ イ ライ トな し 価 eBes 宅Day ・fAl1） ハ イ ライ トあ り（The　First　Book ）

目標語 錯乱肢 錯乱肢 錯乱肢 目標語 錯乱 肢 錯乱肢 錯乱肢

ch 加s have wave take walkedhave going meat

行xed pu エple made aro   d so「「y pot飢 o mostly game

May 釦 r air baby not can poko milk

eye as nose pet schoo1house ta11 91ad

魎亟

雄 望

樋塑

　
tゆ’tttt−．，．”，，．，ww

ま

・i礎鯉
図 3 ： 事前 ・事後 テ ス トの

一
例
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6、2　実験手1頂

　まず ， 同室 に て全 員に実験 の 手順 を説 明 した 。 そ の 後 ，

一
人ずつ 実験室に入 っ て も らい キ

ャ リブ レ ー
シ ョ ン を行 っ た。当初調 査対象者は 28 名で あ っ た が，キ ャ リブ レーシ ョ ン の 失敗

や 異常に頭 を動 かすな ど調査 対象者の 予 測で きな い 動 きで 計 測不 可 とな っ た もの を除外す る

と，最 終的 に 調査対象者は 20 名 とな っ た 。

一
入 の 所要時 聞は ，キ ャ リブ レ ー シ ョ ン の 時間も

入れ て ，約 30分程 度で あ っ た 。 実験手 順 は 下記の とお り で あ る。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全員 に こ れ か らの 実験に つ い て 説明

ア ン ケー ト （1 分）

眼球運 動測 定装置の キ ャ リブ レ
ー

シ ョ ン （5 分）

「ハ イ ライ トなし」絵本の 事前テ ス ト （2 分）

PC 画面 一ヒで 「ハ イ ライ トな し」 絵 本の 読 み聞 かせ （約 5 分）

「ハ イ ライ トな し 」 絵本の 事後テ ス ト （事前テ ス トと同 じ問題 ） （2 分）

「ハ イ ライ トあ り」 絵本の 事前テ ス ト （2 分）

「ハ イ ライ トあ り」 絵 本 の 読み 聞かせ （約 5分）

「ハ イ ライ トあ り」 絵本 の 事後テ ス ト（事前テ ス トと 同 じ問題 ）（2 分）

7．計測 対 象ペ ージ

　計測対象 ペ ージを選 択す るに あた り，絵 と文字が ほ ぼ同 じ分 量で あ るこ とを考慮 し た結果，

それ ぞれ 18 ペ ージ の うち，「ハ イ ライ トな し」 絵本 （Best　Day 　ofAll ）で は ，
　 p．3，4， 5，8，

10， 12，
「ハ イ ライ トあ り」 絵本 （職 e 趾 st　Book ）で は ，　 p．2，3， 4，5，17， 18，の それ ぞ

れ 6 ペ ージず つ を計測の 対象 ペ ージ と した
。

8．調査対 象者の グル ープ分 け

　絵本 に何 も工夫 が施 され て い ない 状 態 ，
つ ま り 「ハ イ ライ トな し」 絵本にお い て ， 文字 に

興味を示 して い る調査対 象者 とそ うで な い 調 査対 象者に分 けた。読み 聞かせ の 際の 調 査対象

者 の 視線滞 留 時間 を文字，絵，範囲外 の 3 つ の 領 域に分 けた。3 領域 の 滞留時間 とそ の 他 に

分 類 し た 瞬 きな ど に よ る 視点 消失時 間の 合 計時 間 に対 して
，

文 字領 域に 過 半数 の 時間 を滞 留

させ て い た グル
ープを文宇 グル ープ，文字以外 に過半数の 時間 を滞留 させ て い た グル ープを

そ の 他 グル
ープ と し た。結果 は ， 文字グル

ープが 11 名 ， そ の 他 グル
ープは 9 名で あ っ た。「ハ

イ ラ イ トな し」 絵本 にお け る各領 域 の 視線滞 留時 間 を表 5 に 示す 。 網掛 け の 数字は，調査 対

象 者 が文 字領域 に視線 を全体の 過半 数滞留 させ た 文宇グ ル
ー

プ で あ る こ とを 示 す。
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表 5 ： 「ハ イライ トな し」 絵本にお ける文字領域に 占める

　　　視線黼 ・繝 （秒）囎 洽 轟 字 グル
ープ

9，分析結果 と考察

9．1　 ア ン ケ ー ト結果

　ア ン ケー ト結果を表 6 に示 す 。 設問 1 「英語 が好 きで す か」 とい う英語 へ の 態度を問 う設

問に対 して ，文字 グル
ープ 11名の 「英語 が好き」 と答えた平均度数 は 4．6，そ の他 グル

ープ

で は 33 で あ っ た 。 結果的 に英語 へ の 好意 度 は文字 グル ープ 〉 そ の 他 グル ープで あ っ た 。 t

検定の 結果，有意 な差で 文宇 グル
ープの 方 が英語 に対 して 好意度 を示 して い た （オ

＝3．207，

P 〈 ．05）。

　設 問 2 「英語 を 自分で 読み た い ですか 」 とい う読み へ の 関心に 繋が る設問に対 して，文字

グル
ープの 度数平均は 4．0，その 他 グル ープは 3，2 であ り，統計的には グル ープ間 に有意 差 は

なか っ た （t ＝ L513
，
　 p ＞ ．05）。よ っ て ， 両 グル

ー
プ共 に平均 3 以 上 を示 して い る た め ， ほ と

ん ど全員 が 「自分で 英 語 を読み た い 」 とい う気持 ちを持 っ て い る と捉 え る こ とがで きる 。
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表 6 ； ア ン ケー
トの リカ

ー
トス ケ

ー
ル 5 段階評価結果

グル ープ
文 字 グ ル

ー プ 　そ の 他 グ ル
ー

プ

（11名 ）平均　　 （9 名 ）平均　　　t 値　　 有意確率

英語 が 好き 4，6 3．3 3．207　　　．005＊

英語 を読み た い 4．0 3．2 1513　　　．148

＊

P ＜ ．05

　結果的に文 字に 興味を示 して い た文字 グル ープの 児童 は，文字に興味 を示 さなか っ たその

他 グル ープ の 児童 よ り 「英語が好 き」 で あ る こ とが分か っ た 。将来的に文 字に興味を示 さな

か っ た 児 童も文字に興 味を持 ち ， 読む こ とがで き る よ うに な る と，英語が好 きに な る可能性

が あ る 。 ある い は ， 英語が好き になれば文 字に興味を持つ よ うにな り， 読む こ とが で き るよ

うにな る とさらに英語 が好 きにな る可能性が ある。読 めない ，書けない こ とが 中学入 門期 で

英語が わか らなくな る き っ か け とな る （相澤 ， 1996；手 島 ，
1997

， 築道 ， 1996） と い う報 告

もあ る こ とか ら，中学校 へ の 橋渡 しと して 小学校で の 外国語教育の 大きな役 割の ひ とつ に，

文 字に興味を持た せ る こ との 重 要性 が こ の 結 果 と結び付い て い る と捉 え られ る 。

　外 国語 とし て英語 を習 う入 門期の 児童 は ，まず 「聞く」 厂話す」 を十分に行 うこ とが重要で

あ るが ， 学習 が 進む と，
「読みた い

， 書きたい i とい う文 宇 へ の 知的欲求が生 じるの は ， 子 ど

も の 発 達段 階か らも 自然 な こ とで ある （樋 口他 ，2005，p．138）c 文字 に興 味 を示 して い た文

字 グル
ープ と そ うで ない グル ープ に 関係 な く，設 問 2 の 結 果で あ る 「英語 を読み た い 」 と思

う気持 ちを持 っ てい るこ とは ， それ を裏付 けて い る。

9、2　文字 へ の 注 目度

　 「ハ イ ライ トな し」絵本 と 「ハ イ ライ トあ り」絵本の 文字領域視線滞留時 間比 較を行 っ た 。

調査対 象者毎の 文字領域視線滞留 時間の 割合を表 7 に示 す。平均値を グル ープ毎に 算出 して

図 4 に グラフ で示 す とともに ，「ハ イ ライ トな し」 「ハ イ ライ トあ り」絵 本 間の 亡検定結果 を

グ ル ープ 毎 に 表 8 に 示す。

　 文字に興 味を示 して い た文字 グル
ー

プ の 調 査対象者は ，「ハ イ ライ トな し」絵本 で 文 字領域

の 滞留時間が 全体 の 73．7％で あ っ た の に対 し て
，

「ハ イ ラ イ トあ りj 絵本で は さ らに 文 字領域

へ の 視線滞留 時間 が 増 し 82．3％ へ と有意な差を も っ て 文字領域に 目を注い で い た （t ＝−2．331，

p＜ ．05）。 また 文字に 興 味を示 して い なか っ た その 他 グル
ープ の 調査対象者 も，「ハ イ ライ ト

な し」 絵 本で の 文 字滞留時 問平 均 343 ％か ら 「ハ イ ライ トあ り」 絵本 で は 64．7％の 割合で 有

意差 を持 っ て 飛躍 的 に 文字 に 注 目す る よ うに な っ た （オ ー −5，360，p ＜ ．05）。 なお ，「ハ イ ライ

トな し」 お よ び 「ハ イ ラ イ トあ り」 で の 各領域 の 視線滞 留時 問は ，資料 1 に示 して い る 。
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図 4 ： 文字領域視線滞留時間比 較

表 7 ： 文字領域視線滞留時間の 割合 （％）

調 査 対象者

（文 字 グ ル
ー

プ 1

　　帖
丿 、イ ヲ イ ト

　 な し

　　岾
ハ イ ワ イ ト

　 あ り

　 調 査 対象 者

（そ の 他 グ ル 酬プ〕

　　一
ハ イ 7 イ

ト心 し

丿、 イラ イ ト

　 あ 幹

No ．4 器 78 No ．L 27 62

冠轉．正o 5 量 ヨ3 ｝ζo．5 29 73

Ko ．玉4 編 呂8 No ．7 49 44

聾 o．三6 下D 雛 讐 o．9 12 34

聾 o．玉7 s下 暑6 No．12 4ア 70

聾 D．蓋邑 59 7西 N ロ．ユ2 30 52

酉 o．19 き2 79 糞 o．24 33 罰

翼 o．20 呂1 觚 襲 o．2百 43 7，

酉 D．2正 70 7囈 ND．ユ7 ヨ9 s7

薺 o．2ヨ 76 s4

瀦 o．ユ5 go 勢3

平 均 73．7 窪2、3 平 均 34．3 さ4．7

表 8 ： 平均文字領域滞留時問比 較お よび t検定結果

グル
ープ ハ イ ライ トなし　 ハ イ ライ トあ り t値 有意確 率

文 字グル
ー

プ 73，73％ 8227 °

／o 一2．331 ．042 ＊

そ の 他グル
ープ 34．33％ 64．67％ 一5．360 DOI ＊

“

P ＜ ．05

　 これ らの 結果 よ り ，
い ずれ の グル

ープ に お い て も，音声に 同期 させ 単語 をハ イ ライ トす る

こ とに よ っ て ，文字 （単語） に注 目を促す こ とが で き る と確認 で きた
。 特 に 文字に 興 味を示

して い なか っ た 児童 に対 して は ， 飛躍 的に文字領域で の 滞留 時間 が増 し，そ の 有 効性 を確 認

す る こ とがで きた 。

　ハ イ ライ トを施す と 当然 ， そ の 文字 も し くは単語 に注 日す るで あろ うとの 考 え方 もあるが ，

実験 中，始 めの 2 ・3 ペ ージは ハ イ ライ トに惹か れ て 見て い た が ，次第 にハ イ ライ ト自体 に興

味が薄れ て い っ た 児童 も多 く 見 られ た 。 ま た，調査対象者 No ．7 の よ うに 全 くハ イ ライ トに 惹
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かれ ず （表 7 参 照），絵領域に視線を滞留 させ て い た児童が い た こ とも確 か で ある。しか し大

半の 児童 ，特 に 最初は 文字に 興味を示 し て い なか っ た 児童 に と っ て は ，ハ イ ライ トを施す こ

とに よ っ て 文字 に注 目 させ るこ とが で きた と考 え る 。
こ こ で はハ イ ライ トは何 らか の 文 字 に

注 目させ る道 具と捉 えて い るた め ， 例 えば ，
ハ イ ラ イ トに 変わ り ， 指 し棒やイ ン タ ラ ク シ ョ

ン を行 っ た りす る こ と に よっ て 目標の 文字あるい は単語 に注 目させ るこ と もで きる と考 える。

9．3　正 答数比較 （音韻表象 と形態表象の結び付け）

　異 なっ た 提示 法に よ る絵本読み 聞か せ の 前後 に ， 音韻表象 （音） と形態 表象 （単語） とを

結び 付 け る語 彙テ ス トの 正 答数比 較を行 っ た。事前テ ス トと事後テ ス トは 全 く同 じ間題 とし

た 。 2 種類 （「ハ イ ライ トな し」
・「ハ イ ライ トあ り」 ）の 絵本 に対す る事 前 ・事後 テ ス トの 調

査対象者毎 の 正 答数結果 を表 9， 両テ ス ト閥の t検定結果 をグル ープ 毎 に表 IO に示す。

　 「ハ イ ライ トな し」 絵本 で は ，文字 グル
ープ の 事前 ・事後テ ス トにお ける平均正 答数は そ

れ ぞれ 17．7 と 185 で あ り， 統 計的 に有意差 は なか っ た （t ＝ −1．491，p ＞ ．05）．ま たその 他 グ

ル ープの 事前 ・事 後テ ス トにお ける平均正 答数は それ ぞれ 14．1 と 16．0 で あ り ， 統計的有意差

は認 め られ なか っ た （‘ − 2．021， p＞ ．05）。

　 「ハ イ ライ トあ り」 絵本 で の 結果 も，文字 グル ープの 事前 ・事後 テス トにお ける平均正 答

数は ともに 18，6 で あ り，統計的有意差 は な く （t　＝　O．363， p ＞ ．05）， またそ の 他 グ ル ープ に

お い て も平均正答数が 14．8 と 15．9 で あ り統計的有意差は なか っ た （t＝− 1．890， p ＞．05）。

　 っ ま り ， 本 実験で は 電子絵本上 の 「ハ イ ライ トな し ・ あ り」 に 関わ らず音韻表象 と形態表

象 の 結 び付 けにおい て 統計 上 で は ，差は認 め られ なか っ た 。

　両絵本に お い て ，グル ープ 問に統計上 差が なか っ た 要因の ひ とつ に文 字グル
ープ にお ける

天井効果 が 挙 げ られ る．文 字グル
ープの 両絵本に お ける平均正答数 は 17．7〜 18．6 で あ り，延

べ テ ス ト回数 44 （ハ イ ライ トな し ・あ りx 事前 ・事後 テ ス トx11 名） の 内，全 問正 解テ ス ト

回数 は 12 回 （27％）存在 して い た 。 少 な くとも No ．4，
　 No ．14，

　 No ．19，　 No ，23，そ して No ．25

の 5 名 の調査対象者には 天井 効果 が み られ る。

一
方，そ の 他 グル

ープ の 平均点は 14．1〜 16，0

で あ り，延 べ テ ス ト回数 36 （ハ イ ライ トあ り ・な し x 事前 ・事後テ ス トx9 名 ） 中，全 問正

解 したテ ス ト回数 は 2 回 で あり天 井効果は 見 られ ない
。 調査対象 者 No．26 にお い て は ，

「ハ イ

ライ トな し 絵本 i で全 問正 解 を した だ け で ， 特異 ケ
ース ある い は 外れ 値 と捉 えた 。本 実験の

参加 者は 英語の 塾 に も行 っ て い な い こ と を確認 して い るた め
， 小学校 の 英語活動 の み とい う

同 じ条件下 で ， 文字 へ の 興 味の 違い （グル
ープの 違い ）に よっ て 天井 効果 が 見 られ るよ うな ，

予想 を ．ヒ回 る音韻表象 と形 態 表象 とを結 び付け る力 に差が 出た こ とは 興味深 い 。

　 も うひ と つ の 有意差 が 認 め られ な か っ た 要因 と して ，
一

回 限 りの 「読 み聞か せ 」 の 語彙テ

ス トで あ っ た の で ，
ハ イ ラ イ トが 音韻表象 と形態表 象を結 び付 け るま で に は至 らな か っ た こ

とが 考え られ る。

　 そ こ で ， 音韻表象 と形態 表象 と の 結び 付けに影 響 を及 ぼ した要 因 に つ い て考察する 。 例 え
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ば，表 4 の 目標語 に示 した chips や fixedは一
度の 読み 聞かせ で 2 回 しか 出現 して い ない が ，

正答数は事前テ ス トでは それ ぞれ 19 と ユ8， 事後テ ス トで は両単語 と もに 19 で あ っ た 。 また

表 4 に示 した May も 3 回 しか出現 して い ない が，事前 ・事後テ ス トともに正 答数 は満 点の

20 で あ っ た。こ れ らの 単語 の よ うに
一

回限 りの 「読み 聞かせ 」 に も関わ らず ， うま く結び付

けで きた単語 が ある。。hipsや fixedな どに見 られ る正 答数 が 高か っ た 理 由 と して ，　 Glushko

（1979）が提唱す る
一

貫性効 果の 影響 が 考え られ る。

一
貫性効果 （consistency 　effect ） とは ，

例 えば clean の ean は どんな単語 に出て きて も〆i：nノと発音 され
一
貫性が ある が，　 greatの eat は

1eit！の 場合 もあ る し，
　eat の よ うに／i：t1と発音する場合があ る な ど

一
貫性 の ない 単語 もある とい

う説で あ る。三 宅 （2009）で は ， chips や 鍬 ed の 単語 の 語 尾の 子音 を含めた単位 （1ips1とfiksti）

に は
一

貫性 があ り， 視線軌跡 か ら見 て そ の 効果の存在 を認 めて い る。ま た，別 の 要因 と して ，

May の よ うな単語は ， 小学校英語活 動で 頻繁 に 出現す る単語 で あ り， その 結果
一

回限 りの 「絵

本 読み 聞か せ 」 で も音韻表象 と形態 表象 との 結び付 け易 か っ た と考え られ る 。 逆に 表 4 に示

した eye は chips や 伽 ed と同様に 2 回 しか 出現 して い な い が ， 事前テ ス トの 正 答数は 9，事

後テ ス トの 正答数は 1 ポイ ン ト多くな り 10 で あ り，正 答数が事前事後テ ス ト共 に 19 で あ っ

た chips や 掀 ed とは大き く異な る 。
こ れ は ，

　 eye が GPC ル ール （門田 ・池村，2003 ，　 p87 ）

に沿 っ て い なか っ たた め と考え られ る。

　 こ の よ うに，　 ・・
回限 りの 「読み聞かせ 」 で は ， うま く音韻表象 と形態表象 とを結び付け る

効果 よ り，
一

貫性効果 や学校 で の英語活動 に頻出す る語，ある い は GPC ル ール へ の 変換の 難

易度な どの 方 が影響 を及 ぼした可能 性が あ ると考え られ る。 よ っ て ，

一
回 限 りで は な い 中長

期的な 「読み 聞かせ 」 にお け る音韻表象 と形 態表象 との 結び付 けを調査す れ ば，出現頻度を

含め た よ り多 くの 要 因が 「読み 聞か せ 」 の 効果 と して 明 らか に で きる。

表 9 ： 事前
・事後テ ス ト正 答数

∬、イ ラ イ ト な し ’、イ ラ イ 　ト あ 興

事 艫 轢 司匚憩 事 艦

N 佃．壌 蓋 7 悠 静 量 舜 29

N α．筐瓣 蓋 ◎ 1 ？ 19 冨 ア

N ｛目塵4 跚 黝 2   急 瓣

N ｛》．誕轟 堊侵 謹 7 翌 9 垂塾

N 憩　琶 7 ユ ｛犂 玉 3 造 兮 羣 醒
立

享

グ
ル

饗

プ

N 獄琶 8 五 日 輩 螽 量 亂 三 巒

N ｛3．虱 9 薑 日 ヱ o 2 ｛摯 黔 畠

No 　3   隷 面 ヨ 日 三 曾 墨 タ

N ｛》一ユ 三 遵嚇 ゑ 7 蓬4 塁4

罵 α器 盈 7 重 B 2 ｛｝ コ 魯

辮 o ．z5 翌 呂 2 仙 三 呂 董 9

輪 鯲 　 騰 韈 　 l　　 l一 内
　 　 　 　 量 藍

弓
　　 　　 糶 1　 灑 變 耄

N ｛｝．豊 量 ユ 蓋 o 亀 書

盈 05 翌 7 翌 7 盈 5 豊 蠻

麗 o ．フ 墨 4 旦 s 簟 7 盟 7

製 【塁9 7 蓋 ヨ 鑒コ 量 3蠶
箏
孕
プ

Ng ．臣皿 茎 」 旦 B 1 き 董 旦

No 忍ま 窪呑 霎 4 苴 4 薹 5

鰓 恐2 躇 匯3 豊 呂 18 抵 8

N α⊇ 5 2   恥 翌 9 蕋艮

餌 o ユ 7 鑒3 羣 5 勲4 壟3

箪 均 ・轟 鷺灘蠣蠶 ：窯 嬲 驪 ・　　 蘇襯 犠　 　 篝 纖 難鱒 鞭 。A

53

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

表 10 ： グ ル
ープ別 ・絵本種類別 事前事後テ ス ト正 答数比 較

ハ イ ライ トな し ハ イ ライ トあ り

事前 　　事後　　　　　　　　　　　事前　　事後
　　　　　　　有意確 率　　 ご値　　　　　　　　　　有意確率　　 t値
平均　　平均　　　　　　　　　　　 平均 　　平均

文字グル
ー

プ 17．7　　　18．5 0．167　　　　−1．491　　　 18．6　　　　星8，6　　　　0．724　　　　0．363

そ の 他グル
ー

プ 　　14．1　 16．0 α078　　　　−2．021　　　 14，8　　　　15．9　　　　 0．095　　　　−1．890

10．まとめ

　本研究で は ，PC を用い た 「絵 本読み聞か せ 1 にお ける児 童の 単語 へ の 注 目度 と音韻表象 と

形態表象 と の 結び付 けに関 して 実証的考察を行 うこ とで あ っ た 。

　結果 は，文字 に興味を示 して い た児童は，「ハ イ ライ トなし 」絵本 にお い て 文字領域 に過 半

数 の 時問を 占め て い た児童 は ，
「ハ イ ライ トあ り」絵本に おい て は ， さらに 高い 比 率で 文 字に

視線を 向け る こ とが分か っ た。文字に 興味 を示 して い なか っ た児童 にお い て は ，「ハ イ ライ ト

あ り」 絵本 にお い て 「ハ イ ライ トな し」 絵本 時 よ り， 飛躍的 に 文字 に視線 を向け る こ とが分

か っ た 。 こ の こ とか ら ，
ハ イ ライ トに よ る 工 夫は 文字に注 目を促すツ

ー
ル と して 効果 が あ る

こ とが分か っ た 。 特に文字に 興味を示 してい なか っ た児童 に対 して ， 大 き く文字 へ の 注 目を

促 す 効果 が あ るこ とは，読め な い ，書 けない こ とが 中学入 門期 で 英語 がわか らな くな るき っ

か け とな る （相澤 ， 1996 ；手 島 ， 1997， 築道 ， 1996）原 因を軽減 させ る こ とがで きる 可能性

が ある と考え る。意味の 関連性の 判断 の 前段階 と して ，無意識の うちに 音韻符号化 が行われ，

そ こ で 形成 され た音 韻表象 をも とに して ， 英単語 の 意 味結 び付 けが行 われ て い る とい うこ と

を考え る と，音を聞い て 単語 （文 字） と結び 付け （音韻符号化 ）が で きる よ うに ，まず文字

に注 N し，形 の 違い に気 づ い た り音韻知 識 を習得す る こ とが必 要 で あ る と考 える 。 本研 究 で

は ，
ハ イ ライ トとい うツ

ー
ル を用 い て文 字 に注 fiを促す 方法 を とっ たが ， 指 し棒や イ ン タラ

ク シ ョ ン な ど によ るハ イ ライ トに代 わる方法 も有効で あ る こ と を示 唆 して い る 。

　音韻表象 （音） と形 態表象 （ス ペ ル ） との 結び付 け に関 して は，文宇グ ル
ープ ・その 他 グ

ル
ープ 共 に ，本実験で は 統計的 に は 差が なか っ た 。

こ れ は ， ひ とつ に は文字グ ル ープ にお け

る天 井 効果 も あ る こ とが 懸念 され る が ，

一
図 限 り の 「絵本 読み 聞か せ 」 で は，ハ イ ライ トが

文 字 に注 目させ る だけで 音韻表象 と形態表象 を結び付 け るまで に は至 らない 可能性 も考 え ら

れ る。平素の 英語活動や
一

貫性効果の よ うな要 因に よる音 韻表象 と形態 表象 との 結び付 けの

方 が ，
一

巨i限 りの ［読 み聞 かせ d よ り ， 影響が 大 き い こ とが分か っ た 。

　 も うひ とつ 注 日す べ き は ，同 じ条 件下 で 小 学校 英語活動 を行 っ て い る調査対 象者で あ る に

も関 わ らず，結果 的に 文 字 に興 味を示 して い た文字 グ ル
ープ が

， 天 井効果 が 見 られ る程 に音

韻表象 と形態 表象 を 結び 付 け る こ とがで きて い た とい うこ とで あ る。い か に文字に 興味を持

つ こ とが 重要 で あ るか を示 唆 し て い る と考え る。小 学校 英語活 動に お い て は ，中学校 へ の 橋
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渡 しの ひ とっ の 役割 と して ，文字 へ の 興味を失わせ ない よ うな活動，あるい は文字 へ の 興味

を促す よ うな活動にする こ とが重要 で あ る と考 える 。

　今後の 継続的研究 と して ，今回 の 結果を踏ま え ，

一
回 限 りの 「絵本 読み 闘か せ 」 や ハ イ ラ

イ トに よる文字 へ の 注 目を促 す方法 で もない ，た と えばイ ン タ ラ ク シ ョ ン に よる文 字 へ の 注

H を促す方法な どで ， 中長期 的な 「絵 本読 み聞かせ 」 活動を行 うこ とに よ っ て ，総合的英語

能力 と内容理解度に どの よ うな変化をもた らすの か を課題 と して 取 り組ん で い きたい
。
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